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はじめに

このドキュメントでは、Cisco WAN Automation Engine（Cisco WAE）リリース 7.6.2に関する
情報を提供します。

CiscoWAEは、ネットワークとネットワーク上のトラフィック需要の継続的なモニタリングと
分析を通じて、現在のネットワークのモデルを作成および維持するためのツールを提供しま

す。このネットワークモデルには、トポロジ、設定、トラフィック情報など、特定の時点での

ネットワークに関するすべての関連情報が含まれています。この情報は、トラフィック要求、

パス、ノードとリンクの障害、ネットワークの最適化、またはその他の変更によるネットワー

クへの影響を分析するための基礎として使用できます。

CiscoWAEプラットフォームは、ソフトウェアモジュールを相互接続し、ネットワークと通信
し、外部アプリケーションとインターフェイスするAPIを提供するオープンでプログラマブル
なフレームワークです。

Cisco WAEリリース 7.6.2の新機能
シスコは、リリースごとに製品を継続的に強化しています。このセクションでは、Cisco WAE
7.6.2で追加された主な機能について簡単に説明します。
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説明機能

次のオプションがシミュレーション分析ツールに追加され、

シミュレーション分析に含まれる各障害事象の要求ごとの遅

延をキャプチャします。

• [最悪の場合の_ %以内の要求遅延を引き起こす障害を記
録（Record failures causing demand latency within _ % of
worst case）]：最悪の遅延の指定されたパーセンテージ
の範囲内で要求遅延を引き起こす障害を記録します。デ

フォルトは 0です。0を入力すると、最悪の場合の遅延
障害のみが記録されます。

• [要求遅延における_件までの障害シナリオを記録（Record
up to _ failure scenarios on Demand Latency）]：要求ごとに
記録される障害シナリオの最大数。デフォルトは 1で
す。

注：[最悪の要求遅延を計算（Calculate demand worst-case
Latency）]チェックボックスがオンになっていることを確認
します。オンになっていないと、最悪の要求遅延は計算され

ず、上記のオプションは自動的に無視されます。

たとえば、最悪の場合の10%以内の要求遅延を引き起こす障
害を記録するよう設定したときに、最悪の要求遅延が 100ミ
リ秒である場合、CiscoWAEDesignは、この要求に対して 90
ミリ秒（100 -（100/10））以上の遅延を生じさせる障害シナ
リオを記録します。この同じシナリオで、要求遅延ごとに 5
つの障害シナリオを記録するよう設定したときに、要求に対

して 92ミリ秒、95ミリ秒、98ミリ秒、および 80ミリ秒の
遅延を引き起こす可能性のある障害がある場合、Cisco WAE
Designは 80ミリ秒の要求遅延を発生させる障害を記録しま
せん。

結果は [要求（Demands）]テーブルで更新され、最悪の要求
遅延を引き起こす各障害シナリオを選択的に表示できます。

この操作を実行するには、目的の要求を右クリックし、[最悪
の遅延を引き起こす障害（Fail to WC Latency）]を選択して
から、目的の障害シナリオを選択します。ネットワークプ

ロットが変更され、この特定の障害シナリオが表示されま

す。

障害状態での要求遅延に対する

可視性の向上
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Cisco WAEのバグ

解決済みのバグ

次の表に、Cisco WAE 7.6.2リリースで解決されたバグを示します。

表 1 :解決済みのバグ

説明不具合 ID

cap_net_bind_serviceチェックの失敗により、RHEL 8.6で NetFlow
が機能しない

CSCwd66171

sfn sfiツールが、間違った SNMPV3ログイン情報に関する警告を
スローしているメッセージ OID：.1.3.6.1.6.3.15.1.1.2.0

CSCwe04837

WAEは、topo-igp NIMOの実行中、各 OSPFルータ IDを個別の
ノードと見なす

詳細については、ルータ IDが異なる複数の OSPFインスタンスに
よる収集の前提条件（5ページ）を参照してください。

CSCwe08642

TI-LFAが Fast Reroute（FRR）コンバージェンス中に FlexAlgoノー
ドを考慮する

CSCwe13671

RHELを 8.6にアップグレードした後、wae_upgradeでエラーが表
示される

CSCwe14543

タグを使用して [デマンド（Demands）]と [LSP（LSPs）]の関連付
けを設定する

CSCwe31265

未解決のバグ

次の表に、Cisco WAE 7.6.2リリースで未解決のバグを示します。

表 2 :未解決のバグ

説明不具合 ID

LSPPathRouteRecordは、インターチェンジされた CircuitKey
のインターフェイスキーによって異なります。

CSCwf10917

Ciscoバグ検索ツールの使用
Ciscoバグ検索ツールを使用して、特定のバグを検索したり、リリース内のすべてのバグを検
索したりできます。
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手順

ステップ 1 http://tools.cisco.com/bugsearchに移動します。

ステップ 2 登録している Cisco.comのユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン（Log In）]をクリッ
クします。

[バグ検索（Bug Search）]ページが開きます。

Cisco.comのユーザー名およびパスワードがない場合は、http://tools.cisco.com/RPF/
register/register.doを実行します。

（注）

ステップ 3 次のいずれかのオプションを使用してバグを検索し、Enter（リターン）を押して検索を開始し
ます。

•特定のバグを検索するには、[検索対象（Search For）]フィールドにバグ IDを入力しま
す。

•特定の基準に基づいてバグを検索するには、問題の説明、機能、または製品名などの検索
基準を [検索対象（Search For）]フィールドに入力します。

•製品に基づいてバグを検索するには、製品リストから製品を入力または選択します。たと
えば、「WAE」と入力すると、いくつかのオプションが表示され、そこから選択できま
す。

•リリースに基づいてバグを検索するには、[リリース（Releases）]リストで、特定のリリー
スに影響するバグ、特定のリリースで修正されたバグ、またはその両方を検索するかどう

かを選択します。次に、[リリース（Releases）]フィールドに 1つ以上のリリース番号を
入力します。

ステップ 4 検索結果が表示されたら、フィルタツールを使用して結果を絞り込みます。ステータス、シビ
ラティ（重大度）などでバグをフィルタ処理できます。

結果をスプレッドシートにエクスポートするには、[Excelに結果をエクスポート（ExportResults
to Excel）]をクリックします。

その他の重要情報

サポートされるデバイスとソフトウェアバージョン

次の表に、Cisco WAE 7.6.2でサポートされているデバイスとソフトウェアのバージョンを示
します。
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表 3 :サポートされるデバイスとソフトウェアバージョン

注記バージョンでテスト

済み

製品機能

7.7.2

7.9.1

IOS-XRSRTM

NEDバージョン：
ncs-5.4.2-cisco-iosxr-7.30.1

7.7.2

7.9.1

IOS-XRNetconf LSP

NEDバージョン：
ncs-5.4.2-cisco-ios-6.66.1

15.3IOS

NEDバージョン：
ncs-5.4.2-juniper-junos-4.6.17

18.1R1.9Juniper Junos

Mx960

7.7.2

7.9.1

IOS-XRRTアプリ、マルチ
XTC、リアクティブ
ポーリング。

12.3、12.2、11.1.2NCS2Kマルチレイヤ

7.0EPNM

WindowsおよびMacOSサポート
Cisco WAE Designは、WindowsおよびMacOSプラットフォームのサポートを終了しました。
詳細については、「Cisco WAE Design WindowsおよびMacOSプラットフォームのサポート終
了」を参照してください。

ルータ IDが異なる複数の OSPFインスタンスによる収集の前提条件
ネットワークに複数のOSPFインスタンスがあり、インスタンスごとに異なるOSPFルータ ID
が設定されている場合は、次の点に注意してください。

•ネットワークアクセスには、そのルータの管理 IPを持つすべてのルータ ID IPアドレスの
エントリが必要です。

• waeinstall/etc/で、routerldMapping.txtファイルが存在し、ルータ内のすべてのOSPFルー
タ IDが、[ノード（Nodes）]テーブルに表示される単一の IPにマッピングされることを
確認します。

例：

[wae-user@wae-xtc-rhel etc]$ more routerldMapping.txt
<OspfRouterldToManagement>
OSPFRouterld IPAddress
1.1.105.1 1.1.5.1
1.1.115.1 1.1.5.1
1.1.106.1 1.1.6.1
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1.1.116.1 1.1.6.1
1.1.107.1 1.1.7.1
1.1.117.1 1.1.7.1
1.1.108.1 1.1.8.1
1.1.118.1 1.1.8.1

IPアドレスは、routerldMapping.txtファイル内でタブ区切りに
なっています。

（注）

既知の制限事項

このセクションでは、Cisco WAEの既知の制限事項と制約事項について説明します。

新しい Linuxディストリビューションでのライセンスチェックの失敗

一部の新しい Linuxディストリビューションでは、ネットワークインターフェイスを含むハー
ドウェアデバイスに名前を付ける新しい方法（biosdevnameを使用）を使用しています。これ
により、従来の名前（eth0、eth1など）に依存する一部のソフトウェアがライセンスチェック
で失敗します。

回避策は、grub設定ファイルのカーネル行に biosdevname=0を追加して再起動することです。
（構文はディストリビューションによって異なります。）

再起動後、ifconfigを使用して、NICの名前が biosdevname名（p34p1など）ではなく eth0（ま
たは eth1など）であることを確認できるはずです。

NIMOの統合

アグリゲータは、DAREを使用して NIMOを 1つのネットワークモデルに統合します。
topo-igp-nimo node-filter設定を更新する場合、または最初の DARE設定の実行後にノードがダ
ウンした場合は、次の手順を実行する必要があります。

1. topo-igp-nimo除外または包含リストを更新します。

2. topo-igp-nimoでコレクションを実行します。

3. WAE CLIツールを実行して、更新された NIMOノード情報で DAREを再同期します。
wae@wae# wae components aggregators aggregator <aggregator_network_name> resync
aggregator net

WAEコレクション

• LDPデータ収集は、external-executable-nimoを使用して CLIツールを実行することによっ
てのみ実行できます。

• NetFlowコレクションは、Alcatel-Lucentデバイスではサポートされていません。

•ベンダーMIBの制限により、WAEは、複数のVLANが設定されているインターフェイス
上のQoSトラフィックを表すことができません。ネットワークにそのようなインターフェ
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イスが含まれている場合、それらのキュートラフィック統計はコレクションから除外され

ます。これらのインターフェイスの総トラフィックは引き続き測定されます。その結果、

需要控除によって見積もられたすべてのサービスクラスの需要の正確性が低下します。た

だし、すべてのサービスクラスのトラフィック合計の見積もりには影響しません。

• Alcatel-Lucentデバイスのインターフェイス出力シェーピングレートの収集は、LAGイン
ターフェイスをサポートしていません。

• Juniper MIBは P2MP LSPをサポートしていません。

• IPトンネルMIBにこの情報がないため、WAEは、トンネルの宛先に到達するために使用
する物理インターフェイスに GREトンネルを関連付けることができません。

• Juniperルータの場合、シグナルスタンバイLSPオプションは、標準のMPLS-TEMIBから
は利用できません。アクティブパスオプション名だけが収集されます。

• Cisco IOS XRルータの場合：

• topo-igp-nimoモジュールを通じて収集された IGPトポロジ：

• TE拡張機能を使用した IS-ISリンクステートデータベースには、Intelベースの
ルータで正しくないインターフェイス「admin-weights」（TEメトリック）が含
まれています。

• IPv6 IS-ISリンクステートデータベースには、IPv6インターフェイスアドレスま
たはパラレルインターフェイスは含まれません。この情報は、Cisco IOS XRが
IS-IS IPv6 TE拡張をサポートしている場合にのみ利用できます。

• MACアカウンティングはサポートされていません（ただし、外部 NIMOを介して
MACトラフィックを収集できます）。

• lsp-snmp-nimoモジュールは、シグナリングされたバックアップパスの <LSPPaths>
テーブルにスタンバイ値を設定したり、アフィニティマップで設定された名前付きア

フィニティを収集したりしません。

• BGPピア：

• topo-bgp-nimoモジュールは、内部 ASN間に BGP疑似ノードを構築しません。

• topo-bgp-nimoモジュールは、PE-CE VRFの下で BGPピアを収集しません。

•拡張アフィニティとも呼ばれる TE拡張管理グループ（EAG）は、Juniperおよび
parse_configsからのみサポートされます。

•同じ IGP（AS間回線）内にない LAGメンバーのポート回線の構築はサポートされていま
せん。

• LAGポートのマッチングのためにダウンしている、物理的に接続されている LAGポート
と接続されていない LAGポートを区別することはできません。

•セグメントルーティングでは、RSVP-TEと SR-TEの同時パスは同じ LSPではサポートさ
れません。
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ハイアベイラビリティ

Cisco WAEは、HAでの netflowワークフロー、layout-nimo、および RTアプリをサポートして
いません。

WAEマルチレイヤ収集

•シスコデバイスのマルチレイヤ収集は、次のプラットフォームでのみサポートされていま
す。

• Cisco Evolved Programmable Network Managerオプティカルエージェント（EPNMオプ
ティカルエージェント）を使用する場合、バージョン 12.3、12.2および 11.1.2を実行
するCiscoNetwork Convergence System（NCS）2000プラットフォームがサポートされ
ます。

• Ciscoアグリゲーションサービスルータ（ASR）9000、Cisco Carrier Routing System
（CRS）、および L3デバイス用の IOS-XRを実行している Cisco NCS 5500プラット
フォーム。

•マルチレイヤ収集は、保護されていない回路の収集に限定されます。

• WSONおよび SSON回線の収集がサポートされています。

•非WSON回線の収集は、EPN-M光エージェントを使用する場合にのみサポートされま
す。

• LMPによるL3-L1マッピングは、コントローラインターフェイス名が実際のL3インター
フェイス名と同じ場合、または「dwdmx/x/x/x」の形式（「x/x/x/x」の添え字が対応する
L3インターフェイスのものと一致）の場合にのみサポートされます。

• Central Frequency IDマッピングは現在、回路パスに対してのみサポートされ、パスホップ
に対してはサポートされていません。

FlexLMライセンスサーバー

統合された仮想インターフェイス（つまり、VM内で同じMACアドレスを持つが、IPアドレ
スが異なる複数のインターフェイスを持つセットアップ）を使用するセットアップ（LinuxVM
または実際のホスト）でフローティングライセンスサーバーを実行することはできません。

WAE Designクライアントが、結合された仮想インターフェイスを使用するセットアップから
ライセンスをチェックアウトしようとすると、ライセンスのチェックアウトは「ライセンスが

見つかりません」というエラーが表示され失敗します。

回避策として、標準のLinuxVMまたはホストでフローティングライセンスサーバーを実行し
ます。

EPNM通知

設定された制約は、通知中にモデル化されません。設定された制約を収集/削除するには、収
集の実行を使用する必要があります。
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EPNMマルチエージェント通知

Cisco WAEは、デュアルエージェントの場合の同時通知イベントをサポートしていません。
デュアルエージェントの場合は、完全な収集をスケジュールすることをお勧めします。

Python API

WAE OPM python APIおよびWAE Design API for pythonを使用すると、次の警告が表示される
場合があります。

warning: unknown property: `Ice.Default.Timeout'

この警告は機能に影響を与えないため、無視してかまいません。

複数の OSPFおよび ISISインスタンスの収集

次の収集は確認されていません。

• ALUルータからの複数の OSPFインスタンスの収集

• ALUルータからの複数の ISISインスタンスの収集

• ALUルータからの ISISプロセス IDの収集

WAEライブネットワークの作成

WAE Liveで、新しいネットワークを作成すると（デフォルトネットワークがすでに存在す
る）、次のエラーが catalina.outログファイルに表示されます。

[ERROR] com.cariden.nextmap.impl.MLMapSnapshotCache: encountered error while updating
snapshot cache
org.sqlite.SQLiteException: [SQLITE_BUSY] The database file is locked (database is
locked)

これは SQLの既知の機能であり、WAE Live機能には影響しません。新しく作成されたネット
ワークは、新しいネットワーク設定でしばらくすると、データベースを再度更新します。

資料

関連するすべての Cisco WAEドキュメントの説明を見つけるには、ドキュメントロードマッ
プを参照してください。

マニュアルの発行後に、マニュアルをアップデートすることがあります。そのため、マニュア

ルのアップデートについて、Cisco.comで常に確認する必要があります。
（注）

Cisco WAEバグの報告
Cisco WAEの CDETSを提出する際は、次の情報が取得されていることを確認してください。

• WAE設定：監視対象の設定、アグリゲータの設定、および対象ネットワークの nimo設定
とそのソースネットワーク（存在する場合）。
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• <run-dir>/logs/directory

•対象ネットワークの計画ファイル

• <run-dir>/data/stats/：システムの安定性とリソース使用に関連する問題

• <run-dir>/work/dare/：集約関連の問題

• <run-dir>/data/networks/*.db：「ネイティブ」として設定されたネットワークおよび対
応するアグリゲータ（final-network）に関連する問題

• 'yang'形式のネットワークに対象ネットワークの CDBダンプ。

•対象コンポーネントに対応する設定。例：WMD、アーカイブなど

•コレクションの問題については、nimoが記録再生をサポートしている場合は、ファイル
を記録します。

• ~/.cariden/logs/：関連問題

• CiscoWAEDiagnoticsToolからのログファイル。詳細については、「Cisco WAE User Guide」
を参照してください。

通信、サービス、およびその他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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通信、サービス、およびその他の情報

https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco-warrantyfinder.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tools/bst/bsthelp/index.html
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